
全トヨタ労連 ３０期（前）統一テーマ 経過報告シート 嶋口グループ       活動期間：２０２１年１０月～１２月 

産業目線 

【活動選定項目】 ①カーボンニュートラル（ＣＮ）への対応 

具体的取り組み項目 
・北陸新幹線越前たけふ駅前の広大な土地に企業や商業施設等を誘致し、エリア全体を自然エネルギーで賄えるように蓄電産業を誘致することにより、蓄電

機能を最大限に活用して CN を達成する 

・エリア内の運行は電気自動車による自動運転や電気による移動手段を活用する 

前回まで 

活動状況 

・２０２１年１０月の越前市長選挙において現職市長が落選し新市長が誕生した。これまでのまちづくりにおけるカーボンニュートラルへの取り組みを継続

していただけるのか？また方向転換されるのかが大きなポイントとなる。選挙戦においても新幹線駅前周辺まちづくりにおけるエネルギー政策等は市民の

関心事項となった。 

・カーボンニュートラルへ向けてエリア全体を自然エネルギーで賄うために蓄電池の製造企業を誘致する「APB 株式会社」の進出が不可欠であるため、企業

への聞き取りを行っていく 

 

 

 

 

 

今回 

具体的活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図や活動の様子が分かる写真など】 

今後の活動 

・APB 株式会社への事業計画の聞き取り調査を実施する 

・３月議会においてエリア内の移動方法を議論し電動化を導き出す 

・福井県永平寺町で実際に住民サービスを実施している電動カートによる自動運転を視察し、導入できないか検討し提言にもっていく。 

 

 

越前市 所属議員 吉田啓三 

 

道の駅 
太陽光発電 

現場視察 12 月議会で質問 
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